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東京心エコー図研究会 共催のお願い 
 

東京心エコー図研究会（http://www.jse.gr.jp/）の歴史は、1986 年（昭和 61 年）に遡ります。

本法の普及と臨床応用を目指して、当初の 10 年間は医師以外の機器関係者も参加する基礎的討

論も多い研究会でした。その後、基礎的討論は少なくなり、むしろ完成された超音波技術を駆使

して臨床にいかに応用するかという臨床心臓病学の研究会に発展してきました.今では、首都圏

の循環器内科医を中心とし、超音波技師、血管内科医、開業医が広く参加しております。 
現在は年二回（5 月と 11 月前後）の開催を維持しつつ、症例検討会と心エコーを中心とした

特別講演を行っております。日本心エコー図学会の後援を得て毎回 250 名前後の医師、技師が

参加しております。 
第 1 回から継続して、この研究会の共催をいただいておりましたアストラゼネカ株式会社、

塩野義製薬株式会社より、第 58 回（2015 年 11 月予定）の開催を最後に共催辞退の申し出があ

りました。これは、両者の営業方針の変更によるものであると聞いております。私たち運営委員

としては、首都圏の心エコー図学の発展のために、第 59 回以降も継続させたいと考え、循環器

疾患に関わる医療・健康事業を展開されている貴社に共催のお願いを差し上げる次第です。 
昨今、各メーカーの賛助が難しくなる医療情勢の中で、貴社へのさらなるお願いは心苦しく存

じておりますが、なにとぞご高配のほど、伏してお願い申し上げます。 
会が大きくなるにつれ、企業の負担も大きくなってきております。そこで、今まで共催してき

たメーカーの協力を得て、予算概算を算出いたしました。特に、会場は、JR 総合病院講堂の使

用を考えており、使用料は無料であるとのことです。さらに、今までの世話人を減らし、運営も

スリム化し、新たな世話人体制を構築していきたいと思っております。 
この研究会は、研究会終了後の意見交換会の開催なく、また案内状もメールのみで通信費もか

かりません。主たる費用は、特別講演の招請費用とプロジェクターなどの機器レンタル費用です。

今後、講演者は、共催するメーカーと当番世話人が十分に協議し、決定する予定です。また、会

場は貴社関連施設をご使用になっても構いません。 
現在と今後の運営費に関して、別紙に記載しております。ご参考にしていただければ幸いです。 
今後は 2～4 社での持ち回り式での共催を考えております。 
 
 
                              平成 27 年 3 月吉日 

公益財団法人 日本心臓血圧研究振興会  
榊原記念クリニック 

東京心エコー図研究会 代表世話人 
羽田 勝征 

  

 運営委員 

北里大学北里研究所病院 赤石 誠  

東京女子医科大学附属成人医学センター 石塚 尚子 

茨城県メディカルセンター 石光 敏行 

心臓血管研究所付属病院 澤田 準  

日本大学医学部付属病院 竹中 克  

  



研究会開催費用 

費用明細 平成 26 年度決算 予算 備考 

講演会会場費 474,066 75,600 
※JR 東京総合病院の

地下講堂使用（200 名

収容） 

世話人会議費 79,610 20000 
※世話人会中止、もし

くはお弁当の中止によ

り 

  運営委員会会議費 0 40,000 
弁当代+飲料代（世話

人会に代わり 6 名で実

施） 

会場喫茶費 86,983 50,000 ※休憩時を飲料提供 

講師・演者謝礼 100,000 111,111   

講師交通費 71,660 75,000   

講師宿泊費 26,255 25,000   

講師打ち合わせ費 1,446 2,000   

駐車場使用 0 0   

通信費（ハガキ代） 77,962   
※メールでの案内に変

更（ハガキは中止）によ

る 

印刷物（印刷代） 0 30000 広報費（チラシなど） 

機材レンタル（ワイルドボア） 172,000 100,000 
※映像業者（プロジェク

ターは、会場に備え付

け） 

文具 8,864 0 ※世話人会時の資料

作成用のため 

講演会時資料 30,690 35,000 当日配布物 

その他備品 1,191 0   

予備費   100000   

計 1,130,726 663,711   

        

年間経費 

ホームページ更新費 97,200 50,000 ※業者変更により 

年間収入 



協賛金   300,000   

会費収入(世話人会費

2000 円/年）   100000   

参加費（500 円/回） 229,000 150000   

計   550,000   

年間収支 -97,200 500,000   

    1 回の研究会あたりの共催

メーカー負担（開催経費ー

年間収支/２） 
1,179,326 413,711   

    
協賛メーカーはバナー広告を出す、会場での協賛の広告 

  



 

年間予算書（アストラゼネカ提供分） 

※参考 過去参加者（第 55 回：240 人、第 56 回：258 人）                                              

 

 

費用明細 
平成 26 年度決算 

（開催 2 回分）  

年間予算 

（2 回分 予定）  
備考 

講演会会場費   948,132     

世話人会議費   159,219     

  運営委員会会議費   0     

会場喫茶費 
 

173,966 
 

  

講師・演者謝礼   200,000     

講師交通費   143,320     

講師宿泊費   52,509     

講師打ち合わせ費   2,892     

駐車場使用   0     

通信費（ハガキ代）   155,924     

印刷物（印刷代）   0     

機材レンタル（ワイルドボア）   648,000 
 

  

文具   8,864     

講演会時資料   61,380     

ホームページ更新費   97,200     

その他備品   2,382     

      

計   2,653,788   
 

 

     

 

  
平成 26 年度決算 

（2 回分） 

年間予算 

（2 回分 予定） 
 

◆共催経費内訳   2,653,788    
 

 

東京心エコー図研究会

負担(会費) 
  229,000  

  
 

協賛       
 

 

共催者負担   2,424,788    ―   


